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ＪＦしまね漁業無線局
（浜田市港町）



� � � � �
�����������	�

　

平
成　

年
４
月
１
日
に
「
J
F
し
ま

20

ね
漁
業
無
線
局
」
が
開
局
し
た
。
当
日

は
、
午
前　

時
に
除
幕
の
あ
と
開
局
式

10

を
行
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
岸
会
長
か
ら
「
漁
船
事

故
が
多
発
す
る
中
、
漁
業
者
の
危
機
管

理
に
一
番
役
立
つ
の
は
携
帯
電
話
で
は

な
く
漁
業
無
線
で
あ
る
。
J
F
し
ま
ね

　

島
根
県
は
東
西
に
帯
状
に
長
く
、

海
上
沖
合　

〜　
　

に
隠
岐
島
を

40

80
km

浮
か
べ
、
東
部
を
出
雲
、
中
西
部
を

石
見
、
そ
し
て
隠
岐
の
３
地
区
に
区

分
し
て
い
る
。
地
形
は
極
め
て
複

雑
で
、
一
部
長
い
砂
浜
が
あ
る
も
の

の
岩
礁
域
が
多
く
海
岸
線
の
総
延

長
は
1,
0
2
8　

に
達
す
る
。

km

　

主
な
漁
業
は
ま
き
網
漁
業
、
沖
合

底
曳
網
漁
業
、
小
型
底
曳
網
漁
業
、

い
か
釣
漁
業
、
定
置
網
漁
業
、
刺
網

漁
業
、
一
本
釣
漁
業
、
採
貝
藻
漁
業

が
あ
り
、
漁
獲
量
、
金
額
と
も
日
本

海
西
区
で
は
最
上
位
に
位
置
し
て

い
る
。

　

J
F
し
ま
ね
漁
業
無
線
局
で
は
、

漁
船
と
の
通
信
を
一
年
３
６
５
日

　

時
間
体
制
で
確
保
す
る
設
備
と
、

24県
下
沿
岸
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
通

信
エ
リ
ア
と
安
定
し
た
通
信
サ
ー

ビ
ス
を
確
保
し
て
お
り
、
漁
業
通

信
、
気
象
情
報
、
海
上
防
災
情
報
な

ど
を
発
信
す
る
と
共
に
、
漁
業
者
の

危
機
管
理
に
努
め
る
。

　

こ
の
た
め
、
島
根
県
内
の
三
坂
、

佐
田
、
益
田
、
隠
岐
の
４
ヶ
所
に
送

受
信
所
を
設
置
し
、
島
根
県
防
災
行

政
無
線
回
線
を
全
面
的
に
利
用
し

て
、
統
制
局
（
J
F
し
ま
ね
漁
業
無

線
局
）
で
集
中
的
に
管
理
運
営
す
る

体
制
と
な
っ
て
い
る
。（
加
入
隻

数：

１,
３
１
８
隻
）

漁
業
無
線
局
の
開
局
に
よ
り
、
３
６
５

日　

時
間
通
信
体
制
が
確
保
さ
れ
、
漁

24
業
者
が
安
心
し
て
操
業
で
き
る
基
盤
が

で
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
本
無
線
局
を
有

効
に
活
用
し
漁
業
者
の
役
に
立
て
た

い
。」と
式
辞
を
述
べ
た
。
続
い
て
開
局

ま
で
の
経
過
報
告
の
あ
と
職
員　

名
に

10

辞
令
が
交
付
さ
れ
た
。
続
い
て
、
島
根

県
農
林
水
産
部　

的
場
次
長
、
島
根
県

議
会
水
産
振
興
議
員
連
盟　

岡
本
会
長

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
島
根
県
漁
業

無
線
組
合　

浜
村
組
合
長
の
乾
杯
で
開

局
を
祝
し
た
。

J
F
し
ま
ね
漁
業
無
線
局
概
要
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▲ 
▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

27MHz三坂中継局 
１WDSB 27908 
25WSSB 27342.5

27MHz佐田中継局 
１WDSB 27644 
25WSSB 27358.5

27MHz統制局 
１WDSB 27908 
25WSSB 27342.5

27MHz高津中継局 
１WDSB 27644 
25WSSB 27358.5

27MHz隠岐中継局 
１WDSB 27644 
25WSSB 27358.5

（位置情報） 
27ＭＨｚ1ワット 
無線で自動送信 

導入システム図 

ペンダント型 
非常用 

自動発信機 

漁村丸の海中転落者 

◎海中に転落した場合、船名・GPS位置情報、 
　連絡先などが瞬時に統制局の監視装置に 
　表示される。 

県防災無線ネットワーク 県防災無線ネットワーク 

中継局 

統制局 

ＪＦしまね漁業無線局 

中継局 

中継局 

救助機関 船主自宅 

※小型漁船緊急通報システム 

漁村丸の 
転落事故 
が発生！ 

ＧＰＳ 

27ＭＨｚ 
1ワット 
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去
る
、
４
月　

日
（
月
）
午
前　

時
、

14

11

建
設
地
で
あ
る
境
港
市
昭
和
町
に
お

い
て
「
境
港
製
氷
工
場
」
建
設
工
事
の

起
工
式
が
開
催
さ
れ
た
。

　

現
有
の
宇
井
製
氷
工
場
は
建
設
稼

動
後　

年
以
上
を
経
過
し
、
老
朽
化
に

37

よ
っ
て
そ
の
稼
動
は
限
界
に
達
し
て

い
る
中
、
凍
氷
の
供
給
は
漁
業
生
産
活

動
の
基
本
を
支
え
る
こ
と
か
ら
、
新
た

な
施
設
整
備
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
新
施
設
を
有
効
に
利
用
・
稼

動
す
る
た
め
に
は
、
水
揚
げ
基
地
で
あ

る
境
港
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
に
よ

り
近
い
場
所
に
建
設
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
建
設
地
の
選
定
が
高
い

ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
平

成　

年
８
月
、
本
組
合
と
鳥
取
県
漁
業

18
協
同
組
合
が
業
務
提
携
を
結
び
鮮
魚

販
売
、
流
通
面
に
お
い
て
様
々
な
連
携

を
進
め
て
い
く
中
で
、
平
成　

年
２
月

19

に
鳥
取
県
漁
協
中
継
基
地
冷
蔵
庫
の

西
側
約
2
0
0
0
坪
の
土
地
（
建
物
含

む
）
を
取
得
。
今
般
、
待
望
の
新
製
氷

工
場
の
建
設
が
実
現
す
る
運
び
と
な
っ

た
。

　

起
工
式
に
は
本
組
合
よ
り
岸
会
長
、

団
野
・
池
田
副
会
長
他
建
設
委
員
４
名

と
工
事
請
負
業
者
で
あ
る
松
江
土
建

㈱
、
実
施
設
計
・
施
工
監
理
を
担
当
す

る
㈱
坂
本
建
築
設
計
事
務
所
等
関

係
者　

名
の
出
席
の
も
と
厳
か
に

25

執
り
行
わ
れ
た
。
当
日
は
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
ま
き
網
漁
業
の
大
漁

も
あ
っ
て
、
９
月　

日
の
完
工
に

15

向
け
、
恙
無
く
建
設
工
事
が
進
行

す
る
よ
う
あ
ら
た
め
て
祈
念
し

た
。

　

新
施
設
の
総
事
業
費
は
６
億
３

千
万
円
。
国
の
強
い
水
産
業
づ
く

り
交
付
金
事
業
や
、
工
業
団
地
等

に
新
設
、
増
設
を
行
う
企
業
に
対

し
一
部
を
助
成
す
る
鳥
取
県
の
企

業
立
地
事
業
補
助
金
、
ま
た
境
港

市
の
工
場
立
地
促
進
補
助

金
を
導
入
。
宇
井
製
氷
工

場
に
隣
接
す
る
安
来
製
氷

㈱
宇
井
工
場
と
機
能
統
合

し
、
年
間
計
画
約
３
０
、
０

０
０
ト
ン
の
凍
氷
を
供
給

す
る
こ
と
に
よ
り
、
主
に
境

港
に
水
揚
げ
す
る
隠
岐
地

域
・
島
根
半
島
東
部
の
漁
業

者
の
負
託
に
応
え
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

施設概要

概　　　　　要施　　　　　設

日産能力　100トン製 氷 施 設(1)

貯氷能力　3,200トン貯 氷 施 設(2)

2　　　塔砕 氷 ・ 出 氷 施 設(3)

1　　　棟事 務 所 施 設(4)

リフト3台附 帯 設 備(5)
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平
成　

年
４
月　

日
に
境
港
市
に
お

20

19

い
て
、
生
産
者
代
表
（
ま
き
網
漁
業
、

か
に
か
ご
漁
業
、
沖
合
底
曳
網
漁
業
、

い
か
つ
り
漁
業
）、
境
港
荷
受
３
社
、
加

工
・
仲
買
業
者
代
表　

名
と
山
田
修
路

21

水
産
庁
長
官
と
の
意
見
交
換
会
が
開
催

さ
れ
、
本
組
合
か
ら
中
型
ま
き
網
代
表

と
し
て
牧
野
島
根
県
ま
き
網
漁
業
協
議

会
長
、
野
津
、
平
木
両
副
会
長
、
か
に

か
ご
代
表
と
し
て
西
野
島
根
県
か
に
か

ご
組
合
長
、
ま
た
荷
受
団
体
と
し
て
築

谷
常
務
、
中
尾
境
港
支
所
長
が
参
加
し

た
。
は
じ
め
に
山
田
長
官
か
ら
「
水
産

業
の
現
状
と
今
後
の
施
策
の
展
開
方

向
」
に
つ
い
て
水
産
庁
施
策
の
概
要
説

明
の
後
、
意
見
交
換
に
入
っ
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
昨
今
の
厳
し
い
漁
業

情
勢
を
反
映
し
、
燃
油
高
騰
対
策
、
代

船
取
得
に
係
る
問
題
点
、
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
漁
場
整
備
事
業
に
お
け
る
湧
昇
マ
ウ

ン
ド
礁
設
置
要
望
、
大
型
ク
ラ
ゲ
対

策
、
調
整
保
管
事
業
の
拡
充
、
W
T
O
、

F
T
A
問
題
、
日
韓
漁
業
問
題
な
ど
活

発
な
意
見
交
換
会
と
な
っ
た
。

　

4
月　

日
（
日
）、
山
田
水
産
庁
長
官

20

が
美
保
関
大
敷
に
乗
船
さ
れ
た
。
低
気

圧
の
余
波
か
ら
当
日
の
出
漁
が
憂
慮
さ

れ
て
い
た
が
、
午
前
７
時
に
美
保
関
漁

港
を
出
港
。
本
組
合
か
ら
岸
会
長
、
谷

口
美
保
関
支
所
運
営
委
員
長
も
乗
船
し
、

う
ね
り
が
残
る
漁
場
へ
と
向
か
っ
た
。

　

時
折
３
ｍ
程
の
高
波
が
押
し
寄
せ
る

中
、
通
常
の
倍
近
い
時
間
を
か
け
て
漁

場
に
到
着
、
何
か
に
掴
っ
て
い
な
い
と

立
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
状
況
で
操
業
は

始
ま
っ
た
。
網
を
お
こ
す
の
も
ま
ま
な

ら
ず
、船
長
の
大
声
が
飛
び
交
う
。よ
う

や
く
、
網
が
絞
り
込
ま
れ
る
と
ア
ジ
や

タ
イ
、
サ
ワ
ラ
に
ヒ
ラ
メ
様
々
な
魚
が

と
こ
ろ
狭
し
と
跳
ね
ま
わ
る
。大
漁
だ
。

一
瞬
、
緊
張
し
た
時
間
が
和
ら
い
だ
。

　

午
前
9
時　

分
帰
港
。
長
官
は
殺
菌

30

冷
海
水
処
理
に
よ
る
出
荷
作
業
を
見
学

さ
れ
る
と
美
保
神
社
へ
参
拝
。

　

午
前　

時　

分
、
２
３
０
箱
の
出
荷

10

30

作
業
を
終
え
る
と
長
官
を
囲
ん
で
、
水

揚
げ
し
た
ば
か
り
の
魚
を
お
か
ず
に
少

し
遅
め
の
朝
食
と
な
っ
た
。
さ
っ
そ
く

獲
れ
た
て
の
シ
ロ
イ
カ
、
タ
イ
、
ヒ
ラ

メ
を
捌
い
て
舌
鼓
。
長
官
は
満
面
の
笑

み
で
、「
う
ま
い
っ
！
」
と
海
の
醍
醐
味

を
絶
賛
さ
れ
た
。「
長
官
が
乗
ら
れ
る

と
漁
が
あ
る
。
ま
た
来
週
も
お
願
い
し

ま
す
よ
。」と
乗
組
員
。
先
刻
の
操
業
と

は
一
変
、
終

始
和
や
か
な

時
間
を
過
ご

さ
れ
、
長
官

は
海
の
神

様
・
事
代
主

命
が
祀
ら
れ

る
島
根
半
島

突
端
の
町
、

美
保
関
を
あ

と
に
さ
れ

た
。

��������
�������

水
産
庁
長
官　

美
保
関
大
敷
を
視
察
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1．国の支援事業
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③ 燃油高騰緊急対策事業（国）

���������	
���

������

　旋網漁業の漁場探索について地域別にグルー
プ化し、探索船を共同使用することによって省
エネを実現することに対し経費の一部を助成・
支援する。

�������

　　大中型・中型旋網漁業
������

　　平成20年４月１日～平成21年３月31日
������

　　約５千万円
　
���������	
�����


������

　５名以上の漁業者のグループが、輪番休漁の
協定等を締結した場合、休漁中の漁業者が行う
漁場生産力向上の取組（下記事例）の経費の一
部を助成・支援する。
　魚付林整備（植林等）、藻場整備（海底耕運、
食害生物駆除等）、漂流・漂着ゴミの除去等

�������

　同一の漁業種類を営む５名以上の漁業者グ
ループ

������

　　平成20年４月１日～平成21年３月31日
������

　　約５千万円

① 活力ある漁業回復支援事業（日韓財団事業）

������

　韓国漁船の操業による漁場制約、漁具被害等
により支障を生じている漁業者に対し、操業の
合間においてその状況等を調査する取組に対し、
当該操業経費の一部を助成・支援する。

�������

　カニカゴ漁業、バイカゴ漁業、沖底漁業、小
底漁業

������

　　平成20年１月～平成21年３月31日
������

　　約1.3億円

② 漁場機能維持管理事業（日韓財団事業）

������

　韓国漁船等の操業に伴い、発生する投棄漁具
等を回収し、漁場機能の維持管理を図るととも
に違反操業を監視する。

�������

　ベニズワイガニカゴ漁業、沖底漁業、小底漁
業

������

　　平成20年４月１日～平成21年３月31日
������

　　約２億円

JFしまね漁業経営安定 
　　　　緊急対策大綱 
JFしまね漁業経営安定 
　　　　緊急対策大綱 
JFしまね漁業経営安定 
　　　　緊急対策大綱 

��������	
�����������	
���
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������

　小型イカ釣漁業についてグループで一斉に省
エネ型操業への転換に取り組み、新たな操業形
態の実証に対し助成・支援する。

�������

　　小型イカ釣漁業
������

　　平成20年４月１日～平成21年３月31日
������

　　約４億円

（以　上）　

��������	
��

������

　燃油流通効率化プランに基づき、燃油供給体
制を効率的にするための燃油タンク統廃合にか
かる経費に対して助成する。

�����

　　漁業協同組合JFしまね
������

　　平成20年４月１日～平成21年３月31日
������

　　約５千万円

2．県の支援事業（漁業用燃油使用効率化推進事業）

������

　　平成20年４月１日～平成21年３月３１日
������

　　約３千万円

③ 農林水産業・省エネルギー対策事業

　漁業者による２サイクル船外機から４サイク
ル船外機への機関換装について経費の一部を助
成する。

������

　　平成20年６月下旬～平成21年３月31日
������

　　約５百万円

������

　日常の操業、漁船の維持管理において燃油を
効率的に使用する取組を促進するため次の事業
を実施する。

① 燃油使用効率化指導啓発事業

　漁業協同組合に対し専門家招請、省エネ講習
会開催、資料作成等に必要な経費を助成する。

② 船体維持管理推進支援費

　漁業協同組合の指導を受けた漁業者が行う上
架、洗浄、塗装に必要な経費の一部について船
外機を除く全漁船を対象に年１回助成する。

3．ＪＦしまねの事業

① 燃油供給価格調整事業

������

　燃油価格の高騰を踏まえ、組合員供給分につ
いて値引き（２円／�）を実施して経費負担の
軽減に資する。
�������

　　組合員
������

　　平成19年12月１日～平成20年９月30日
������

　　約６千万円

② 省エネルギー操業実践事業

������

　漁業者の自助努力として省エネルギー操業を
実践する。

　　　(1) 航行時のエンジン回転数を15％引き下
げる。

　　　(2) 船体の軽量化と過大なトリムの防止に
努める。

　　　(3) 船底・プロペラの定期的な清掃を行う。
　　　(4) 機器類のメンテナンスと節電に努める。
　　　(5) 情報交換による漁場探索の効率化と過

当競争防止のルールをつくる。
�������

　　JFしまね全組合員、各漁業種別団体
������

　　平成18年８月23日～平成21年３月31日
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去
る
、
３
月
５
日
〜
６
日
、
虎
ノ
門

パ
ス
ト
ラ
ル
（
東
京
都
）
に
お
い
て
、

第　

回
全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流

13
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
県
か
ら
女
性

の
部
に
村
上
奈
津
子
氏
（
久
見
特
産
品

加
工
グ
ル
ー
プ
）
が
代
表
と
し
て
発
表

し
、
審
査
の
結
果
、
水
産
庁
長
官
賞
を

受
賞
し
た
。

　

村
上
氏
は
、『「
久
見
（
く
み
）
特
産

品
加
工
グ
ル
ー
プ
」
か
ら
「
株
式
会
社

　

久
見
特
産
」
へ　

―
自
立
し
た
新
た

な
ス
タ
ー
ト
―
』
と
題
し
て
発
表
。
昭

和　

年
、
地
区
の
女
性　

名
が
集
ま
り

58

15

久
見
漁
協
婦
人
部
を
結
成
し
、
平
成
９

年
３
月
、
同
地
区
の
久
見
農
産
加
工
グ

ル
ー
プ
と
統
合
し
、

「
久
見
特
産
品
加
工

グ
ル
ー
プ
」
を
新
た

に
結
成
し
た
。
加
工

グ
ル
ー
プ
で
は
、
製

品
を
作
る
こ
と
の
み

に
専
念
し
、
一
切
の

事
務
処
理
は
地
元
の

農
業
公
社
に
お
願
い

し
て
い
た
。
事

務
か
ら
加
工
、

販
売
ま
で
の
一

切
を
自
分
た
ち

の
力
で
や
っ
て

い
き
た
い
、
そ

ん
な
思
い
が
グ
ル
ー
プ
内
で
高
ま
り

は
じ
め
て
い
た
。
新
会
社
法
が
平
成

　

年
５
月
に
施
行
さ
れ
、
同
年
６
月

18１
日
、「
株
式
会
社　

久
見
特
産
」
を

設
立
し
、
全
て
を
自
分
た
ち
の
力
で

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
隠

岐
で
獲
れ
る
水
産
物
を
使
っ
た
新
商

品
の
開
発
に
取
り
組
み
、
ま
た
「
原

材
料
に
は
地
元
で
取
れ
る
素
材
を
」、

「
着
色
料
、
保
存
料
無
添
加
の
安

全
・
安
心
な
商
品
づ
く
り
」
に
こ
だ

わ
っ
た
思
い
は
、
商
品
作
り
を
始
め

て　

年
が
経
つ
今
も
社
員
の
中
で
引

20
き
継
が
れ
て
い
る
。
今
後
も
、
自
分

た
ち
の
商
品
を
食
べ
て
も
ら
う
こ
と

を
通
じ
て
、
１
人
で
も
多
く
の
人
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
、
と
述
べ
た
。

　

去
る
２
月　

日
（
金
）、
県
民
会
館
中

22

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
島
根
県
と
県
議

会
、
竹
島
・
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

島
根
県
民
会
議
の
主
催
で
、
竹
島
の
日

記
念
式
典
及
び
領
土
問
題
講
演
が
、
県

内
外
の
関
係
者
、
一
般
県
民
ほ
か
、
Ｊ

Ｆ
し
ま
ね
か
ら
も
合
わ
せ
て
約
５
０
０

名
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

　

式
典
の
部
で
溝
口
島
根
県
知
事
は
、

「
国
に
対
し
て
竹
島
問
題
の
早
期
解
決

に
向
け
、
引
き
続
き
力
強
い
支
援
や
活

動
を
強
く
求
め
て
い
く
」
と
し
「
竹
島

問
題
の
解
決
に
は
国
民
の
理
解
や
世
論

の
盛
り
上
が
り
が
不
可
欠
」
と
決
意
表

明
と
と
も
に
一
層
の
世
論
喚
起
の
必
要

性
を
訴
え
た
。

　

ま
た
、
記
念
式
典
を
控
え
た
２
月　
20

日
に
は
、
竹
島
の
領
土
権
確
立
を
訴
え

る
広
告
塔
が
、
Ｊ
Ｒ
松
江
駅
前
に
完
成

し
、
関
係
者
約　

人
が
出
席
し
除
幕
式

50

が
行
わ
れ
た
。
今
回
の
設
置
で
、
島
根

県
が
儲
け
た
広
告
板
や
広
告
塔
は
９
箇

所
目
と
な
る
と
の
こ
と
。

　

高
さ
4
㍍
、
幅
0
・　

㍍
の
三
角
柱

85

で
三
面
に
わ
た
る
広
告
塔
に
は
、「
竹

島
か
え
れ
島
と
海
」「
竹
島
は
我
が
国
固

有
の
領
土
で
す
」
な
ど
の
表
示
と
、
竹

島
周
辺
の
地
図
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

式
で
は
加
松
県
総
務
部
長
が
「
広
告

塔
を
県
内
随
一
の
利
用
者
数
を
誇
る
松

江
駅
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
県
外
の
人

に
対
し
て
も
竹
島
の
領
土
権
問
題
の
Ｐ

Ｒ
が
広
く
期
待
で
き
る
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
後
、
竹
島
領
土
権
確
立
島
根
県
議

会
議
員
連
盟
の
上
代
幹
事
長
、
Ｊ
Ｆ
し

ま
ね
築
谷
允
行
常
務
ら
６
人
が
除
幕
し

た
。

��������	
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自
分
が
も
っ
て
い
る
情
報
は
全
て
教
え
た

よ
。
技
術
は
独
学
で
覚
え
た
方
が
多
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
。
周
り
に
も
師
匠
が
沢

山
い
る
か
ら
ね
。・
・
・
だ
か
ら
自
分
は
、

な
ん
ち
ゃ
っ
て
師
匠
だ
よ
」と
微
笑
ん
だ
。

体
の
続
く
限
り
漁
師
で
い
た
い

　

こ
の
先
イ
カ
釣
漁
だ
け
で
は
難
し
い
と

い
う
思
い
は
常
に
持
っ
て
い
る
内
田
さ
ん

は
現
在
、
仲
間
と
共
に
色
々
と
模
索
中
ら

し
い
。「
や
る
気
が
あ
っ
て
も
な
か
な
か

調
整
し
に
く
い
こ
と
も
あ
る
。
け
ど
少
し

で
も
や
れ
そ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ど
ん

ど
ん
挑
戦
し
て
い
き
た
い
よ
」
と
い
う
内

田
さ
ん
は
、
と
に
か
く
体
が
続
く
ま
で
漁

師
で
い
た
い
と
い
う
。

視
野
を
広
く
持
っ
て
色
ん
な
漁
師

の
話
を
聞
い
て
ほ
し
い

　

最
後
に
こ
れ
か
ら
漁
師
を
目
指
す
人
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
す
る
と
「
探
究

心
、
向
上
心
は
も
ち
ろ
ん
必
要
だ
け
ど
、

と
に
か
く
利
用
出
来
る
も
の
は
、
最
大
限

に
利
用
す
る
こ
と
。
そ
れ
と
こ
れ
か
ら
は

温
暖
化
の
影
響
等
に
よ
る
自
然
環
境
の
変

化
に
順
応
し
て
い
く
為
に
も
視
野
を
広
く

持
っ
て
い
ろ
ん
な
漁
業
関
係
者
の
話
を
聞

く
こ
と
か
な
。
そ
れ
と
、
行
政
機
関
に
相

海
で
し
か
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な

い
自
然
の
素
晴
ら
し
さ

　

今
年
で　

歳
に
な
る
内
田
さ
ん
は
、
高

43

校
の
専
攻
科
を
卒
業
後
、
兵
庫
県
明
石
の

外
国
航
路
会
社
へ
入
社
し
冷
凍
運
搬
船
の

機
関
士
と
し
て
勤
務
し
た
。
海
運
不
況
の

あ
お
り
を
受
け
外
国
人
船
員
の
雇
用
等
、

会
社
の
方
針
転
換
が
き
っ
か
け
で
航
路
会

社
を
退
職
。
代
々
漁
師
の
家
系
で
あ
り
、

父
親
や
叔
父
さ
ん
が
現
役
漁
師
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
迷
わ
ず
漁
師
の
道
を
選
択
。
帰

郷
し
て
現
在
の
7
・
9
ト
ン
型
漁
船
「
幸

祐
丸
」
を
建
造
し
、
父
親
と
共
に
漁
師
と

し
て
の
修
行
を
積
み
６
年
が
経
過
し
た
時

一
人
乗
り
と
な
り
現
在
に
至
る
。
い
ざ
自

分
の
船
を
持
っ
た
こ
と
で
改
め
て
漁
師
と

し
て
の
充
実
感
や
満
足
感
、
陸
で
は
経
験

出
来
な
い
自
然
の
姿
を
体
感
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
。

漁
師
を
や
っ
て　

年
だ
が
こ
ん
な

19

経
験
は
な
い
・
・
・

　

漁
師
に
な
っ
て
今
年
で　

年
目
と
な
る

19

内
田
さ
ん
だ
が
「
今
年
は
不
漁
と
燃
油
の

高
騰
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
で
最
悪
・
・
・
」

と
現
状
を
語
る
。
漁
獲
が
年
々
減
っ
て
き

て
い
る
こ
と
、
何
よ
り
燃
油
の
異
常
な
高

騰
で
、
出
漁
し
て
も
ま
ず
燃
油
代
の
確
保

の
こ
と
を
考
え
て
し
ま
い
、
漁
が
う
す
い

と
凪
で
も
出
漁
を
控
え
る
日
々
が
続
く
。

昔
の
よ
う
に
イ
カ
の
群
れ
を
追
い
求
め
る

冒
険
が
出
来
な
い
今
、
漁
場
は
近
場
の

み
。
去
年
ま
で
行
っ
て
い
た
県
外
出
漁
に

行
こ
う
か
ど
う
か
正
直
悩
ん
で
い
る
と
い

う
。な

ん
ち
ゃ
っ
て
師
匠
だ
よ　

　

あ
る
時
、
一
人
の
青
年
が
Ｉ
タ
ー
ン
漁

師
と
し
て
恵
曇
に
や
っ
て
き
た
。「
東
京

か
ら
若
い
兄
ち
ゃ
ん
が
来
た
な
ぁ
・
・
・
」

と
し
か
そ
の
時
は
思
っ
て
な
か
っ
た
と
い

う
内
田
さ
ん
だ
が
、
青
年
が
イ
カ
釣
船
の

船
員
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
い
つ
し
か
漁
業

の
こ
と
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
こ
と
な
ん
で

も
相
談
さ
れ
る
良
き
兄
貴
分
と
な
っ
て
い

た
。
青
年
が
独
立
を
決
め
た
時
に
も
、
県

内
外
の
多
く
の
イ
カ
釣
仲
間
に
中
古
船
の

情
報
提
供
を
促
し
、
い
ざ
北
海
道
で
中
古

船
が
見
つ
か
っ
た
時
に
は
、
自
ら
現
地
に

行
き
、
青
年
と
共
に
そ
の
船
に
乗
っ
て

帰
っ
て
く
る
ほ
ど
「
弟
分
」
を
気
遣
か
っ

た
。「
当
時
カ
ズ
（
I
タ
ー
ン
青
年
）
は

誰
を
頼
っ
て
い
い
か
不
安
だ
っ
た
と
思

う
。
た
ま
た
ま
自
分
が
近
く
に
い
た
か
ら

ね
」
と
謙
遜
し
な
が
ら
も
「
あ
い
つ
に
は
、

談
し
て
も
快
く
応
じ
て
も
ら
え
る
と
思
う

よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

　

と
に
か
く
明
る
く
前
向
き
な
内
田
さ

ん
。
漁
師
仲
間
か
ら
は
「
う
っ
ち
ゃ
ん
」

の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
ほ
ど
親
し
み
や

す
く
、
な
に
よ
り
仲
間
を
大
切
に
思
う
優

し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

快
く
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
内
田

さ
ん
に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

古
く
か
ら
の
漁
師
町
で
あ
る
松
江
市
鹿
島
町
恵
曇
。
沖
合
底
曳
網
、

　

㌧
型
い
か
釣
、
小
型
底
曳
網
、
定
置
網
、
一
本
釣
な
ど
多
く
の
漁

１９業
種
類
の
基
地
と
し
て
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
。
干
物
な
ど
の
加
工
業

も
盛
ん
で
、
特
に
ウ
ル
メ
イ
ワ
シ
の
丸
干
し
は
ブ
ラ
ン
ド
品
。

今
回
は
イ
カ
釣
漁
師
に
な
っ
て　

年
と
い
う
内
田
浩
明
さ
ん（　

歳
）

１９

４３

に
浜
の
声
を
聞
い
た
。

 
内  
田 　

浩
明

    

さ
ん　

歳（
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
恵
曇
支
所
所
属
）

う
ち 
だ 

ひ
ろ
あ
き

４３



�� �� �� �� ��
����������������������		��

　ＪＦマリンバンクしまねでは、平成20年5月1日から平成21年
3月31日の間、ＪＦしまね発足から3年目を迎え、皆さまのご愛
顧に感謝いたしまして、特別金利定期貯金「毎度ありがと 3 です」

��

を取扱いいたします。
　期間中、新たに300万円以上でお預かり期間3年にてご契約い
ただいたお客様に、お取組時の店頭金利に、年0.3％を上乗せした
特別金利にてお預かりをいたします。
　また、あらたにＪＦマリンバンクしまねにて年金をお受取いた
だくお客様には、さらに年0.3％を上乗せさせていただき、なんと
店頭金利に年0.6％を上乗せした金利にてお預かりいたします。
　他金融機関にてお預けされて満期を迎える貯金をお持ちの方
や、安全で利回りの良い商品をご検討の方、また、退職を迎えられ
退職金を受け取られるサラリーマンの方など、この機会に是非ご利用ください。
　詳しくは、ＪＦしまね信用窓口までお尋ね下さい。
　心よりお待ち致しております。

　平素より、ＪＦ共済（漁協の共済）をご利用いただき、誠にありがとうございます。
　ＪＦ共済では、共済事業のより安心的な運営を図り、ご契約者様の保護（安定的な保障提供）を万全
なものとするために、平成20年4月1日から、組合とＪＦ共水連が共同して共済契約をお引受けする方
法に変更いたしました。
　これに併せて、ご契約者様と既に締結しております共済契約も同日より組合とＪＦ共水連が共同して
お引受けすることとなりますが、共済契約の保障内容や共済掛金等については一切変更ございません。

○共済契約上の諸手続き（共済掛金のお払込み、共済契約の内容変更のご請求、共済金等のご請求等）
につきましても、従来どおり組合の窓口で対応します。

○共済事業の実施方法の変更に伴い、ご契約者様にお願いする手続き等は必要ございません。
○現在、お持ちの共済証書は、引き続き有効ですので大切に保管してください。
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新たに 3 00万円以上で
さん

 3 年お預けいただくと
さん

上乗せ金利　年0.3％

５月１日現在のお預かり金利

1000万円以上300万円以上1000万円未満

年　0.8％
（税引後：年0.64％）

年　0.75％
（税引後：年0.60％）

さらに、新たに年金をＪＦしまねでお受取いただくと

上乗せ金利　年0.3％＋年0.3％＝年0.6％

５月１日現在のお預かり金利

1000万円以上300万円以上1000万円未満

年　1.10％
（税引後：年0.88％）

年　1.05％
（税引後：年0.84％）

　毎度あり
がと３です

さん 

　毎度あり
がと３です

さん 
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ＪＦしまね人事ＪＦしまね人事異動  
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「
信
は
力
な
り
」

　

日
曜
日
は
、
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

草
野
球
な
ら
ぬ
草
ラ
グ
ビ
ー
を
楽
し
む

の
が
日
課
だ
。

　

メ
ン
バ
ー
は
様
々
で
役
場
勤
務
も
い

れ
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
屋
、
土
建
屋

と
・
・
・
そ
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人

（
英
語
の
講
師
ら
し
い
）、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
と
日
本
人
の
ハ
ー
フ
ま
で
い

る
。
そ
し
て
ス
ク
ー
ル
ウ
ォ
ー
ズ
の
舞

台
に
な
っ
た
伏
見
工
出
身
者
も
い
る
。

年
齢
層
も
こ
の
間
ま
で
高
校
生
だ
っ
た

子
も
い
れ
ば　

歳
く
ら
い
ま
で
い
る
。

40

そ
し
て
皆
が
口
を
揃
え
て
言
う
こ
と

は
、「
辛
い
け
ど
楽
し
い
」

　

傍
か
ら
み
れ
ば
、
身
体
を
ぶ
つ
け
あ

い
何
を
し
て
る
ん
だ
ろ
う
か
？
痛
い
思

い
を
し
て
楽
し
い
だ
ろ
う
か
？
不
思
議

な
光
景
だ
ろ
う
。
自
分
も
折
角
の
休
み

な
の
に
早
起
き
を
し
て
単
独
行
動
！
家

族
に
も
ブ
ー
イ
ン
グ
さ
れ
な
が
ら
・
・
・

　

ど
う
い
う
流
れ
で
集
ま
っ
た
の
だ
ろ

う
？

　

答
え
は
人
伝
い
（
Ｏ
Ｂ
等
か
ら
紹
介

さ
れ
）
や
ネ
ッ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
）
等
の
よ
う
だ
。
本
当
に
不
思
議

な
集
団
だ
。（
最
近
、
集
ま
り
が
悪
い
よ

う
だ
が
・
・
・
）

　

草
ラ
グ
ビ
ー
の
リ
ー
グ
戦
が
年
間
を

通
じ
て　

試
合
前
後
行
わ
れ
る
。
出
雲

10

市
や
鳥
取
市
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
行
わ
れ

て
い
る
。
行
っ
て
試
合
を
し
て
帰
っ
た

ら
丸
一
日
で
休
日
も
終
る
。
で
も
、
楽

し
い
。
勝
て
ば
な
お
更
、
楽
し
い
。
で

も
、
怪
我
も
付
き
物
だ
。（
作
者
も
肋
骨

に
ひ
び
を
入
れ
た
事
も
）

　

山
陰
に
は
、
残
念
な
が
ら
中
学
校
で

の
ラ
グ
ビ
ー
部
は
無
い
。
高
校
で
は
山

陰
で
あ
わ
せ
て　

校
く
ら
い
し
か
な

10

い
。
競
技
人
口
は
非
常
に
少
な
い
よ
う

だ
。

　

昨
年
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
フ
ラ
ン

ス
）
も
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
も
出
場

し
た
が
、
リ
ー
グ
戦
で
敗
退
。　

そ
の
大

会
で
３
位
入
賞
し
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

は
、
サ
ッ
カ
ー
が
強
い
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
る
。
今
ま
で
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

国
内
で
の
認
知
は
低
く
ラ
グ
ビ
ー
協
会

を
解
散
す
る
と
ま
で
い
わ
れ
て
、
発
奮

し
た
よ
う
だ
。
ま
さ
に
火
事
場
の
な
ん

と
や
ら　
!!

　

ラ
グ
ビ
ー
の
言
葉
に
「O

n
e
fo
r
all

A
llfo
r
o
n
e

」（
一
人
は
皆
の
為
に
、
皆

は
一
人
の
為
に
）
ラ
ガ
ー
マ
ン
な
ら
誰

で
も
知
っ
て
い
る
言
葉
だ
ろ
う
。（
ラ

グ
ビ
ー
を
知
ら
な
い
人
で
も
聞
い
た
事

が
あ
る
の
で
は
？
）

　

こ
の
言
葉
は
相
手
の
事
を
思
い
や
る

気
持
ち
を
一
人
一
人
が
持
つ
事
に
よ
っ

て
一
つ
に
成
る
、
と
言
う
事
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
？

　

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
も
一
つ
の
大
き
な
組
織

で
す
。
職
員
み
ん
な
が
一
つ
に
な
り

「O
n
e
fo
r
allA

llfo
r
o
n
e

」
の
気
持

ち
で
合
併
３
年
目
を
今
ま
で
以
上
に
良

く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
 
�
�
�
�
�
�
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（
章
太
郎
）
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編集後記

◆皆様からのご意見やご感想、ひとこと随想、また
漁村に関する話題などお待ちしています。
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◆本誌のバックナンバー（pdf形式）をホームページ
で公開しています。
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温
か
い
真
心
に
感
謝

※
平
成　

年　

月　

日
か
ら
平
成　

年
４
月

１９

１２

２５

２０

　

日
ま
で
に
ご
寄
付
頂
い
た
方
々
の
ご
芳

１５名
を
掲
載
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
香
典
返
し
】

道　

前　

勝　

治

牧　

野　

納　

久

松　

村　

正　

彦

【
年
末
募
金
】

島
根
県
漁
船
保
険
組
合

全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合
島
根
県
事
務
所
職
員
一
同

【
募
金
】

里　

島　

健　

二

恵
曇
漁
協
女
性
部
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〜
浜
田
市
で
「
漁
民
の
森
づ
く
り
」

植
樹
活
動
〜

　

去
る
３
月　

日（
土
）、
浜
田
市
長
見
町

29

で
、
浜
田
市
が
実
施
主
体
と
な
り
漁
民
の

森
づ
く
り
植
樹
活
動
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

植
樹
活
動
に
は
、
県
、
市
関
係
者
を
は

じ
め
、
浜
田
海
洋
少
年
団
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね

浜
田
支
所
管
内
組
合
員
・
役
職
員
な
ど
約

　

名
の
参
加
。

80
　

春
の
日
差
し
を
浴
び
な
が
ら
、
イ
タ
ヤ

カ
エ
デ
、
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
、
ト
チ
ノ
キ

な
ど
一
本
一
本
丁
寧
に
約
２
０
０
本
を
植

樹
し
、
漁
民
の
森
づ
く
り
活
動
は
終
了

し
ま
し
た
。
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